
さまざまに姿を変えるモノから
生活の知恵や日本とのつながりを発見

カ
な
ど
で
は
民
間
薬
と
し
て
の
ほ
か
、
葉
肉

部
分
は
食
用
に
、
ま
た
甘
い
花
の
蜜
は
お
や

つ
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

医
学
的
に
証
明
さ
れ
た

医
者
い
ら
ず

日
本
に
ア
ロ
エ
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
鎌
倉

時
代
か
ら
室
町
時
代
の
こ
ろ
。
園
芸
店
な
ど

で
一
般
的
に
売
ら
れ
て
い
る
キ
ダ
チ
ア
ロ
エ

が
そ
れ
で
、

医
者
い
ら
ず

と
し
て
便
秘

や
胃
腸
病
、
や
け
ど
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
き

た
。現

在
、
解
明
さ
れ
て
い
る
キ
ダ
チ
ア
ロ
エ
の

有
効
成
分
は
、
ア
ロ
イ
ン
、
ア
ロ
エ
エ
モ
ジ
ン

（
と
も
に
健
胃
、
消
炎
）、
ア
ロ
エ
チ
ン（
殺
菌
、

菌
毒
素
中
和
）、
ア
ロ
ミ
チ
ン（
抗
ウ
イ
ル
ス
、

抗
が
ん
）、
ア
ロ
エ
ウ
ル
シ
ン（
抗
腫
瘍
）、
多

糖
体
（
保
湿
）
な
ど
。
ア
ロ
エ
を

医
者
い
ら

ず

と
呼
ん
だ
昔
の
人
の
知
恵
は
、
20
世
紀

後
半
に
な
っ
て
医
学
的
・
科
学
的
に
確
認
さ
れ

た
の
だ
。

ま
た
、
医
学
的
に
確
認
さ
れ
な
い
ま
で
も
、

経
験
的
に
効
く
と
報
告
さ
れ
て
い
る
効
用
は
、

二
日
酔
い
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
花
粉
症
、

ぜ
ん
そ
く
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
、
実
に

幅
広
い
。
今
後
の
研
究
、
ア
ロ
エ
の
品
種
に
よ

っ
て
は
、
新
た
な
効
能
が
発
見
さ
れ
る
可
能

性
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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家でもできる！
アロエのカンタン利用法

一般の家庭でよく見られるキダチアロエ。観賞用に育てて

いる人が多いが、ちょっと手を加えるだけでこんな利用法も。

●食べる

最も簡単なのがアロエのお刺し身。アロエの葉のトゲをとり、

外皮をはがしたらそのままワサビしょうゆで。苦味が気になる

ときは、さっと湯通しを。

●飲む

よく洗いトゲをとった生葉をおろし金でおろす、あるいはミキ

サーでクラッシュ。布でこした液汁をそのまま飲む。苦味が気

になる人は、はちみつを加えてお好みの味に。

●お風呂に

生葉２～３枚をお風呂に入れるだけ。アロエの保湿作用でお肌

はしっとり。

やけどや擦り傷、胃腸に効く植物として、

かつてはブームを巻き起こしたこともあ

るアロエ。今も多くの家庭の庭先や窓辺

にアロエの鉢植えを見ることができる。

近年、新たな薬効が発見され、アロエ入

りの商品も次々と登場している。

フ
ァ
ラ
オ
も
愛
用
？
ア
ロ
エ
の
薬

ア
ロ
エ
は
紀
元
前
の
昔
か
ら
、
す
で
に
薬
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
最
も
古
い
ア
ロ
エ
の
記

録
は
約
３
５
０
０
年
前
に
書
か
れ
た
古
代
エ

ジ
プ
ト
の
医
学
書「
エ
ー
ベ
ル
ス
・
パ
ピ
ル
ス
」。

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
は
健
康
維
持
や
兵
士

の
ケ
ガ
の
治
療
に
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
美
肌

に
、
ア
ロ
エ
を
利
用
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
紀
元
前
１
世
紀
の
「
ギ
リ
シ
ャ
本
草
」
に

は
、
便
秘
や
胃
も
た
れ
、
皮
膚
病
、
打
撲
な
ど

ア
ロ
エ
の
効
用
や
処
方
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ

て
い
る
。
ア
ロ
エ
は
古
代
か
ら
、
広
く
人
々
に

愛
用
さ
れ
て
き
た
薬
用
植
物
な
の
だ
。

ア
ロ
エ
の
原
産
地
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
や
地

中
海
沿
岸
一
帯
。
サ
ボ
テ
ン
の
仲
間
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
実
は
ユ
リ
科
の
多
肉
植
物
。
そ

の
種
類
は
３
０
０
〜
４
０
０
種
と
い
わ
れ
、

数
セ
ン
チ
の
小
さ
な
も
の
か
ら
10
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
大
き
な
も
の
ま
で
あ
る
。
ア
フ
リ

第22 回

取材協力：アロエ製薬㈱、㈱ササキアロエ

コスメ

キダチアロエの生葉を搾ったアロエ

のジュース。果汁などとブレンドして

飲むのがおすすめ。乾燥葉からでき

たお茶も商品化されている

アロエの葉肉入りのヨーグルト、の

どあめなど、アロエ入りの商品が

次々登場。中にはアロエ入りの“ア

ロエめん”なる商品も

加工食品

＊量が多すぎると、内服の場合
は下痢や腹痛、外服の場合はか
ゆみを生じることがありますので
少量から始めてください。また、
妊娠中の方は控えてください。

キダチアロエの葉末

を配合し、飲みやす

い錠剤にした健康美

容食品

アロエの持つ保湿作用を、スキンケア用品に利用。

アロエエキスやアロエ液汁、アロエ葉末はそれぞ

れ、植物性保湿成分として使用されている

緑の皮の部分から出

てくる液汁に含まれ

る苦味が胃の不調や

便秘に効く。ゼリー

状の葉肉は、抗がん、

抗腫瘍成分のほか、

新陳代謝を活発にし、

肌をしっとりさせる

働きもあるという

気候が温暖な地域では、キダチ

アロエは冬に赤い花を咲かせる

医薬品
薬事法の日本薬局方に医

薬品として定められている

アロエは、特定の品種の

アロエの葉の液汁を煮詰

めて乾燥したものを指す。

胃腸薬や便秘薬に用いら

れている

ドリンク

日本でアロエというと、古くか
らあるキダチアロエのほかに、
最近は肉厚のアロエベラが一
般的なんだよ

健康食品（錠剤）
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